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 貧食ハ白血球ノ重要ナル機能二麗ス．1904年Ametb茂U〕ガ人類多核自血球テ5群二分

類シ第1群ハ1核テ有スルモノニシテ最モ著ク，第5群ハ5核乃至ソレ以上ヲ有シ最モ老

熟セルモノトシテ大二其意義テ高唱セシ以來コノ種ノ業蟹ハ彩シク護表サ1ノタリ，共核分

葉藪ト貧食機能トノ開係二就キテノ研究モ多数二存ス．螂チ森田氏㈹，Busse，W．ω，

Pottenger，J．E．㈹， Hektoen，L、（3〕， Ponder，E．工7〕㈹， KaPIan， Brisc06，J．C．及ビ

Listo比等ノ文献停ス．総レ共共結果二於テ1核細胞ノ貧食能最毛旺盛ナリト言ヒ，叉3／5

至4核細胞二於テ擬モ撮シト言ヒ，叉核分葉数二開係ナシト言ヘルアリ．

 此如ク共成績不定ニシテー定セルモノナキガ如シ．然レ共共等ノ實験方法八種々ナル操f乍

ニヨリ行ハレタリ．核分葉致ノ多少ニヨリ遊走速度二差テ生ズール事離ロチ核数ノ多幸程遊走

速度少ナク，核分葉数ノ少キ程遊走速度ノ大ナル事ハ躯二知ラレタル事費ナリ．コノ事ヨリ

核分葉数ノ多少ニヨリ其貧食能モ異ルベシトハ想像シ得ラルペシ．

 Ameth民。〕八分類セル各群テ更二共核型ニョリ炉型核ト長型核二分チリ．

 余ハ第1章二述プルガ如キ方法ニテ人聞及ビ家兎ノ暗中性多核自血球（彼憧エオジン嗜好

白血球）ノ核分棄教ト貧食機能トノ開係二就ヰ観察シ併セテ各群二就キAmeth氏ノ分類釦

チ長，炉型核二從ヒ共食食テ検シ興味アル結果テ得タリ．

第一章 賓験材料及賓験方法

健康ナル人間及ビ家兎ノ血液チ使用セリ、
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蝋 山     下

1、墨汁試験

 血液ト略ボ局一ナル疹透座ヲ‘有スル糊繰酸曹達液即チ次ノ慶方

    Nむ。it値t・（M鉗k）  3ル      N日C1  α09，     Aq・  1OO・O

ノ液ニテ粒花墨ニテ適傭ノ濃虞二塁滋テ作リ1／1oノ割二本液テ注射器ニテ静脈中菖リ取リタル血液ト

混ジ，37℃艀卵霧中室放置シー定時間墨粒貧食チ行ハシメタリ．而ル後血液塗抹標本テ製作シM・｝一

G揃nwaIdα6m艶染色テ行ヒ後鏡検ス．

 2．細胞試験

 墨粒試験ト同棲ナル掬腺酸習達，食麗水ニテ24時間培養ノ葡筒状球菌ノ溜游液テ作可（5・Oo・c・二一白金

耳ノ菌ノ瀞游渕注射器中ニテ9倍ノ血液ト混合シ37山C鰹卵器中二一定時間放置シ塗抹標本チ作リ染色検

鏡スルコト前ト回ジ．

 是等温射器中ノ血液ハ可及的静カニ虜理シ白血球ノ機能二障碍チ輿＾ザルコトニ努力セリ．総レ共時せ

淀助器中ノ血液チ静カニ振リ沈澱ヲ’防ゲリー

第二車 賓 験 威 績

         第一節 家兎仮性工才ジン嗜好白血球二於ケル成績

 實験方法二述ペタルM・y－Gri1nwa1d Giems・染色ノ塗抹擦木二於テハ假性エオジン嗜好

白血球ハ他ノ白血球ト明二種別シ得ルハ勿論，核分葉敷ハ明確二観察シ得ベシ。耐モ墨粒，

細菌（葡萄状球菌）ハ細胞固有ノ穎粒等ト厚別シ得ラルベシ．

 家兎實駿ニテ優性エオジン嗜好白血球核分葉藪ト鑑粒及ビ葡翻犬球菌貧食ノ開係二就ヰ観

察シ観察細胞藪ハ可及的多藪トシ誤差テ少ナガラシメタリ．

             第■項 墨汁ニコル威綾

墨汁貧食試験二於テハ其貧食率テ正確二表スコトハ至難ナリ．撚レ共余ハ森氏法㈹ニヨ

リ貧食ノ強弱テ定メ貧食陰性ノモノテ加へ5階程二厚別セリ．蜘チ

    一（O） 貧食1陰性

    （十）1 小ナル墨粒テ有スルモノ

    十 2 中等大ノ墨粒テ有スルモノ

    科3 大ナル墨粒テ有スルモノ

    州 ヰ 大ナル墨粒テ多数二有スルモノ

ニ厚別セリ．カクシテ得タル柵鰯表ハ第1表二示ス如シ．本試験ハ血液探取後37℃ノ艀卵

器申二1・5時聞放置シ塗抹穣木テ作リ検鏡セルモノナリ．

 相關表二示ス如ク平均貧食度ハ略ボ核分葉敷ノ増加｝共二減少シ，平均核分葉藪ハ貧食皮

ノ増加ト共二減少セリ．此如ク相関係数テ求ムル迄モナク家兎假性エ才ジン嗜好白血球核分

葉藪ト墨粒貧食牽トノ間ニハ貧ノ相関々係成立スルガ如シ．試｛二核分葉数ト貧食度トノ相

關係数デ求メタルミ

    γ＝＿0．3107土O．O斗9i

                    【190】



多核自血球ノ核型ト貧食機能トノ關係ミ就デ 405

第一表家兎腰性エオジン横好白血球核分葉数ト鑑粒貧食度トノ關係

核 分 葉 薮 縄 平均核
’一一  」一⊥一一  一止    一     」          0L」一      一          ＾・1    「           ■  ■  1  一 皿  1 〕n  l IV  ≡ V   一        ■

藪 分葉敷

重1
o
一1

4 10 5 1 20 a15

1 （十） 27 39 工5
5

1 I 2 84 Z88

食 2 十 12119  ＝ 工3 3 37 Z45

5 3 朴 1 4 2 7 2－14

皮
4 拙

エ 1 4 6 Z50

』                       ’山      ’

総 数1・1・・1・… j・ 154

平均貧食皮！・ωi・・リ1グα・11σ・・．

ニシテ両者ノ間ニハ貧ノ棚關々係アリ．

       第二項 細菌ニョル試験
更二条ハ家兎假性エオジン嗜好白血球核分葉．数ト葡萄状球菌貧食トノ開係二就キ観察セ

リ．試験方法ハ駆二第エ章二述ペタル如ク血液中納菌ノ混和セルモノヲ37℃ノ卵字卵器中二

1．5時間放置シ後塗抹槙本テ製作シ染色シ鏡嬢セリ．カクシテ得タル結果ハ第2表ノ棉鯛表

二示ス如シ．

   第二表家兎像惟エオジン嗜好白血球核分葉藪ト細菌貧食トノ開係

核  分  葉  数 細胞 平均核
、             一     凹…       」…   止」             ■         ’一    一一一一

I  II
mlIv ！

V 総数 分葉敷

0 5 13 8 2 28 3．25

1 4 13 11 4 32 3．46

葡 2 5 15 3 2 25 3．08

葡 3 2 13 18 5 1 39 2〃

状
4 12 工6 5 33 Z78

5 1 12 11 4 1 29 η2
球

6 1 12 8 1 22 240

歯 7 9 4 ユ3 230

貧 8 1 9 5 15 2．26

食
9 3 4 1 8 Z75

1O 1 2 1 1 5 2．50

数
11 1 2 3 1．66

12 2 2 zoo

13 2 2 1．oo

細胞総ギ・ 90 ユ08i39iI0 256
一    一 一｝                                                            ’        一     凸

平均食食度 ・・ジ舳…・・…ダ…1 ！・・ジ・・グ…1…一・・1

細胞 P

【191】



406 山     下

 相鰯表二見ル如ク観察細胞敷ハ256個ナリ．而シテ平均核分葉数ノ小ナル程貧食数多ク，

叉核分葉藪ノ大ナル程平均貧食数ハ少ナシ．醐チ核分葉藪1核ヨリ5核二至ル平均貧倉敷ハ

8．O，5．12，3．50，2．48双ビエ．60ニシテ核分葉数ノ小ナル程貧食能ハー般二彊シ．

 コノ場合二於デモ核分葉敷ト紬一菌貧食藪トノ間ノ刷開係藪ハ

   γ ＝  ＿0．34I手土0．0371

ニシテ負ノ相關々係アリ．副チ核分葉敷ノ少ナキ程貧食能強ク枚分葉敷ノ多キ程貧食能弱

シ．

         第二節 人間暗中性多核白血球二於ケル成績

 實験方法八家兎ノ場合ト金ク回ジ．而モ人間暗中性多核白血球二於テハ其核分葉数ハ鮮明

ニシテ家兎ノ英ヨリ誤差モ少ナカルベシ．・不例二於デモ墨汁及ビ葡萄炊球菌二就キ観察セル

バ勿論後者二於テハ時間的経過ニョル核分葉敷ト貧食二就キ観察セリ．叉Ameth氏ニョル

核型二歳キテモ貧食トノ開係ヲ究メタリ．

            第■項 墨汁ニコル試験

 本試験ハ血液，墨汁混合テ37℃ノ艀卵器中二3時間放置後観察セノレモノナリ．第3表二

示スバ英和關表ナリ．

     第三表人間嗜中性多核白血球核分葉藪ト鑑汁貧食拳トノ帰馴系

 核  分  葉  歎       平均核
一・一?   一・ 一一  総数
・！・ ｢11i・・1・  分葉数

貧

食

度

O －

1（十）

2 ＋

3 什

4 冊   1

線   数

6

6

5

6

23

。。 。1

20

@1，1n 31
8    3

30    3

1    46   87

28

28

19

17

57

…  1…i

2，92

2，89

2，89

2，82

2．61

平均食食度1ジ・…1・1・1・口j・ゾ

 和關表二示ス如ク本試験二於デモ家兎ノ場合ト金ク同様卒均貧食度ハ核分葉藪ノ増加ト共

二減少シ平均核分葉敷ハ貧食奉ノ増加ト共二減少セリ．印チ此爾蕎ノ間ニハ負ノ柵關々係成

立スル如シ．共相關係数ハ

   γ＝一〇、3033土0，050手

ニシテ明カニ貧ノ相関々係成立ス．

            第二項 納碓1ニョル残綾

 實験方法ノ如キ葡萄状球菌テ州ペタル血液テ3ク℃ノリ閥職中二放置シー時間ヨリ5時間

二至ル緑1時間二於ケル塗抹積木テ作リ各時間ノ核分葉数ト細菌貧食トノ開係二就キ薮察セ

                 【192】



多核自血球ノ核型ト貧食機能トノ關係二就テ ω7

リ、共結果八大騒第4表二示ス如シ．印チ第4表二於テハ煩雑ラ避クルタメタ・瀦果ノミニ

就キ記セリ．

   第四表各時間二於クル人間暗中性多核自血球核分葉藪ト細菌貧食ノ關係

放置 平 均  貧 食 藪 雫均核 観 察

時間 I II   11I IV V 分葉敷 細胞敷

工 1．50 i－07 α76 阯惚 一
2，57 214

2 4．00 2．63 2－12 0．66 1血 2．73 288

3 7．00 4．35 3，43 Z52 皿7 2．87 254

4 aoo 4．88 430 3－44 25 2－97 134

5 8．00 4．97 ．4．釧 Z45 1．O 293 179

 第4表二示ス如ク各時間二於ケル観察細胞ハmヨリ300進ニシテ拙來得ル限リ多数ヲ観

察セリ．各時間ノ核分葉敷ト貧食数ノ開係ハ其平均貧倉敷ハ核分葉敷ノ少ナキ程多シ．是等

ノ開係ハエ時間ヨリ5時間二至ル間ハ同一ノ威綾ナリ．而シテ時間ノ経過ト共二共食食藪モ

次第二墳加ス．就申3時間迄ハコノ關係顯著ナリ．

 次二注射器中二於テ平均核分葉藪ハ第1時間2．57ヨリ次第二増加シ・第4時間二2．97トナ

リ第5時間ニハ2，93二減少セリ．印チ試験管中二於デモ流血中二於クルト同穣多核白血球

ノ核分葉敷ハ老熟シテ多数トナルコけ示スモノナリ．荷オ試験管中二テハ更二時間ガ進ム

ニ從ヒ退行愛性テ超シ核分葉藪ノ減少ヂ示スバ塚本氏㈹ノ實験ニョルモ明カナリ．鏡5時

間ノ平均核分葉数ノ減少ハ恐ラグコノ結果二四ルモノナルベシ．

 何レニシテモ本實験二於デモ明二核分葉数ノ小ナル程其細菌貧食能ハ強シ．印チ負ノ相關

カ係アルベシト信ズ．試ミニ第5時間二於ケル両者ノ相聞係数テ求メタルニ

    γ＝一0．4253土O．0169

ニシテ負ノ相關々係アリ．同様ナル相關々係ハ第工時間ヨリ第4時間ノモノニモ存スベヰモ

ノト信ズ．

 更二条ハ第3時間ノ塗抹染色標本ニテ核型ト細菌貧食能トノ闘係二就手観察セリ．

Ametb氏ハ核分葉数工核ヨリ5核迄ヲ更二共核型ニョリ次ノ如ク分類セリ．

    I         ■         1■         工V         V

   ■               ，              一 一           ’ ’ ■             ’        、   簡        ｝ “   一

     丁
             1 k          21｛  1k        3k 3s 2k

    塾 b 2k 2s15 3k3目 1s 2s4k4目1s1k2s5k 5s etc

 印チ1核ハ更二5種二，2核ハ3種，3核ハ4種，4核ハ5種二5核ハ6種二分類セリ．

表中ノkハ核型中割合飯形ノモノニシテsハ長形ノモノラ示ス．（第5表二於テハkハツノ

マ・テルモ・ハ1ト記載シ且ツ多少順序テ換ヘタリ．）

 果シテAm・thノ分類ノ如ク核型ノ長短ニヨリ其貧食能二差テ生ズルヤ否ヤラ知ラントシ

第5表二示ス地ク分類二從ヒ其葡萄状球菌ノ食良能ヲ・槍セリ．此分類ハ杉山教授ノ考案サレ

                 【193】
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シ2項式分類ナリ．
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第5表ハ多少複雑ナルテ以テ少シク説明スベシ．

観察金細胞藪ハ399ニシテ中1核1（O．3％），2核115（28．3％），3核229（57・6名），4核

51（五3劣）及ビ5核3（0．8％）ナリ．又是等テ更二核型ニョリ分類スルコト表中二示ス如シ．

師チ2核ニハ1型多ク3，4，5核ニハk型多シ．

共核分葉藪ト喰菌藪トノ關係二於テ核分葉敷ノ小ナル程貧食能ノ旺盛ナル事ハ表二示ス如
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シ．更二其核型トノ開係テ見ルニ攻ノ如シ．

 2核細胞二於テハi純胞二勤スル菌敷ハ21型ハ5，308，1口k型八年146，2k型ハ2，812

テリー是二於テ見ル如クー般二長型核テ有スルモノハ貧食能張シ．

 同様ナ威綾ハ3，4，5核ノ核型ニモ鏡ヒ知ルベシ．

 是等ノ關係ヨリー般二長型核ハ炉型核二比シ食良能旺盛ナルガ如シ．余ハ更ニコノ關係チ

正確二知ラント欲シ表中二於クルカ如キ核型ニコル貧食牽テ求メタリ．表二見ル如ク2核ヨ

リ5核二重ル長型核（1）纏藪ハ417ニシテコレニ鞘シ1纏菌薮ハ6工0．1ク6ナリ．兵卒均菌藪ハ

1〃8ナリ・コレ三野シ炉型核（k）総数719ニシテ其総菌敷ハ621マ33ナリ・英平均菌藪ハ

0，865ナリ．此如ク1型核ハk型核二比シ約2倍弱ノ貧食能ラ有スルコトテ示セリ．

第三章 賓験成績ノ総括及ビ考按

第2章實験成績二於テ健康家兎及ビ人間ノ優性エオジン嗜好白血球（暗中性多核白血球）核

分葉数ト墨粒貧食及ビ葡萄状球菌貧食トノ闘係二麓ヰ記載セリ．今其成績ヲ総括スレバ次ノ

如シ．

 1．健康家兎優性iオジン嗜好白血球核分葉藪ト墨粒及ピ葡萄朕球菌貧食トノ關係ハ核分

葉藪ノ少ナヰ程英子均貧食カハ強シ．叉貧食カノ強キ程英平均核分葉敷ハ少ナシ．

 2．健康ナル人間ノ上述ノ闘係八家兎二於ケルト全ク同棲ナリ．

 上述ノ關係ヲ更二表示スレバ第6表ノ如シ．

              第    六    表

核      型
翻 放 相
察
細
置 關

胞 時 係
I II 1皿 IV V 敷 間 藪

家兎假性 墨粒平均貧食廣 240 147 127 O．91 皿66 154 1．5 γヨー0．3103土0．0491

エナジと
嗜好白血球 球菌平均食食藪 aoo 5．12 ｝50 z’鵬 1．60 256 1．5 ドー03414土0．0371

人間暗 墨粒雫均貧食度 4．oo ム74 2－13 2．00 1．oo 149 3．0 丁＝一α3033土O・0504

中性白血球■球菌平均貧食藪 8．〔0 497 4．34 240 1．00 179 5．0 τ＝一04253土00169

 3．更二人間暗中性多核白血球核型ト球菌貧食トノ關係ハー般二長型核ハ短聖核二比シ貧

食能旺盛ナリ．

 要之余ノ實験成績二於テハ核分葉藪ノ小ナル程換言スレバ翠核二近キ程共食食カハ強ギガ

如シ．コレ多核自血球ガ箪核ヨリ多核二進ムトスレバ著キ細胞程貧食機能ガ老熟ゼルモノニ

比シ旺盛ナリ．

 先二杉山，森氏川）八家雛仮性エオジン嗜好白血球ノ遊走速度ハ核分葉敷ノ少ナキ程遠キ

事テ誼明サレシ以來，波蓬氏U4エバ家1兎盤基嗜好白血球及ビ人聞暗中性多核白血球二於テ杉
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山，森氏ト同様ナル結果テ報告セリ．師チコノ事費ハ明カニ余ノ成績ヲ裏書スルモノナリ．

カク遊走速度ノ核分葉藪ノ少ヰ程早キ事費ハ白血球ノ機能ノ旺盛ナルコトテ示スそ…ノニシテ

貧食能モ軍核二近キ程彊キ裏ハ當然ノ事ト思惟ス．然レ共東西諸家ノ多核自血球核分葉敷｝

貧食能トノ關係二關スル今日迄ノ文戯テ見ルニ必スシ毛糸ノ戒綾トー致セ尤緒言ニテ既二

述ペタル如ク森田氏ハ3乃至ヰ核細胞二於テ喰菌作用強シドナーシ，趾is㏄e，J－C、モ同棲

ナル報告テナセル如シ．叉Listo氏八分核多キモノ翻最シドナセル如シ．叉Bulse，W。，

Pott㎝ger，J．E．，P㎝d鉗，Hekto㎝，L．ノ諸氏ハ核分葉藪ノ差ニョリ貧食率二愛化ナシト

セリ．タ・“Kap1an異ハ第1型二於テ彊シドナセル如ク余ノ成績トー致セリ．是等ノ實験材

料及ビ實駿方法八人間叉八家兎二於テ行ハレタルモ其検査方法ハ厘々ニシテー定セルモノナ

キガ如シ．然レ共多クハ血液ヨリ白血球テ分離シ，食魔永ニテ洗ヒ然ル後二其貧食ヲ検セル

手ノ多シ．

 吾人ノ實験二際シ最モ必要才ル事項ハ可及的生理的状態二近キ方法ニテ事テ慶スルニア

リ．コノ意味二於テ種々ナル操作テ加7ル事ハー考テ要ス．貧食試験二際シテモコノ事項ハ

必要隆件ニシテコトニ核分葉数ハ移動シ易ク試験管内等二於テハ容易二分葉藪二変化テ來ス

モノナリ㈹．コ・二於テ是等ノ試験ハ生髄内二於テ行アテ至當ナリトろ．撚レ共生罐内二細

菌，叉ハ墨汁チ注入シ貧食テ行ハシメコノ關係チ知ラントセシモ共食食牽少ナ．ク失敗二終レ

リ．Ponder氏ノ行ヘル如ク腹連内二特種方法ニテ白血球テ葉メ唇音程紬菌ヲ注入シー定時間

ノ後腹腔内ノ白血球二就ヰ核分葉致H食菌藪トノ閥係テ観察セリ．コノ方法ハー面ヨリ興味

アル方法テルモ他方腹腔内ニハー定ノ白血球ノ布スルニ井ズシテ細菌注入後ト離モ新二腹腔

内二白血球ノ侵出アルベクコトニ細菌注入ニョリ若キ白血球ノ出現アリト俊定スルニ於テハ

コノ成績ハ不確實ノモノナリ．余ノ試験ハ注射器中デ行ヒ血液ト同様ナル湊透璽テ有スル掬

機酸ナトリウム食盤水ニテ血液ノ凝固チ防ギ，掬織酸ナトリウム」ハ血液二対シ0・3％テリー

 牧野氏ω’ニョレバ家兎暇憧エオジン嗜好白血球ハ0．3％ノ拘糠酸ナトリウム」ニテ共遊走

速度二障碍テ與ヘヂルハ勿論却テ多少刺戟サレ機能テ全力ラシムル如シー敬二余ノ試験ハ白

血球二割スル障碍ハ血液テ吸引スルニ存スルノミナリ．

 前ニモ遊ペタル如ク健康状態二於テ著キ細胞程遊走速度ノ連カナル事ヨリ考7ルモ余ノ成

績ハ全ク偶然ノ事二非ザル事チ債ジテ疑ハヂルモノナリ．

 玖二人間嗜中性多核自血球二於テ宍咳型的チ長型核ト炉型核ノ貧食能ハ前替ハ後者二比シ

2倍弱ナル結果テ得タリ．コノ事賢二開シテハ未ダ文織ノ待スルモノナシ．余ノ結果ヨリ考

7ルトヰハ良型核ハ炉型咳二比シ機竜旺盛ナリ．ソノ原因二就テハ不明テルモ長型核ハー般

二炉型核二比シ若キ核ナラン．是等核型二關スル研究ハ絡來護表サル・所アルベシ．

結   論

 余ハ健康ナル家兎優性エオジン嗜好白血球及ビ人間暗中性白血球二就キ共核分葉藪ト墨粒

及ビ葡萄状球菌貧食能トノ關係ヲ研究シ更二人間噌中性白血球ノ核型ト貧食鮨トノ關係二就
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キテモ観察シ次ノ縞諭チ得タリ．

 1．健康家兎像性エオジン嗜好白血球核分葉数ノ少キ程墨粒及ビ細菌貧食力強ク，核分葉

数ノ多＝クナルニ從ヒ貧食力弱シ・從ツチ核分葉藪ト墨粒及ビ細菌貧食トノ間ニハ負ノ相關々

係アリ．其相關係藪ハ夫々

    γ＝一〇．3103土0．0491

    γ 二  一α34ユ4±O．0371

ナリ．

 2健康ナル人間暗中性白血球二於デモ上述ノ關係アリ．共核分葉敷ト墨粒貧食度トノ嗣

ノ相關係敷ハ

    ァ＝＿0．3033土α0504

ニシテ細菌貧食試験ノ第5時間二於ケル相関係数ハ

    γ ＝  ＿0．4253±O，0169

テリー

 3．健康ナル人間暗中性白血球二於テ各核型ヲ通ジ長型核テ多ク有スルモノ程一般二葡萄

松球菌ノ貧食力強シ，コレ長型核ハ炉型核二比シ機能ノ旺盛ナルヲ示スモノナラン．其平均

細菌貧食藪ハエ個ノ長型核ノ1，478個二対シi個ノ炉型核ハ0，865個ナリ手．

 4．上翅ノ事費ヨリ見ルモAr・eth氏ノ5型分類ハ意義アルモノニシテ，コノ成績テ杉山，

森氏及ビ渡邊氏ノ核型ト遊走速度トノ關係二就チノ研究ト綜合スルニ核分葉数ノ少キ白血球

程遊走及ビ貧食ノ旺盛ナルコトテ確護シクリ．コハA㎜eth氏ノ核分葉敷ノ少キ白血球程幼

若ナル細胞ナリテ7所説二左頚スルモノ・如シ．

コノ縞テ終ルニ臨ミ終始御懇篤ナル御指導ヂ賜ハリシ恩師杉山教暖二満腔ノ謝意テ表ス．
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